
アニバーサリープロジェクト
～昭和５０年災害激特事業完成３５周年メモリアル展～

国土交通省は、完成から一定期間を経過した堤防やダム・放水路、砂防堰堤などの治水施設
について、 地域の方々と生い立ちを振り返り、その施設が果たしてきた役割や地域の水害・
土砂災害リスクについて再認識していただくため、施設見学会等を実施する「アニバーサリー
プロジェクト」を推進しています。

今回、完成から３５年周年を迎えた日下川放水路、宇治川排水機場、波介川水門の３施設に
ついて、事務所や出張所に展示パネルを設置するとともに、平成３０年３月１１日に開催された
日下川新規放水路起工式でもモニター動画の上映やパネルを用いた事業説明を実施しました。

高知河川国道事務所

【問い合わせ先】 国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所 工務課

〒７８０－８０２３ 高知市六泉寺町９６－７

ＴＥＬ （０８８）８３３－６９０１

●事業概要 昭和５０年台風５号災害に対する再認識を目的とする
●実施日時 平成３０年３月１１日(日) １３：００～１５：００
●実施場所 高知県高岡郡日高村沖名（日下川新規放水路起工式会場内）
●対 象 者 日下川新規放水路起工式および関連イベントの参加者

事業概要・事業効果の説明状況

日下川新規放水路起工式会場において、日高村主催の起工式関連イベントが開催され約５００名の方
が来場されました。高知河川国道事務所は、日下川新規放水路の事業紹介パネルを出展するとともに
、直轄河川激甚災害対策特別緊急事業の経緯や効果について紹介した動画の上映や事業紹介パネル
の説明を行い、多くの参加者に興味をもって見ていただけました。また、事務所や出張所の掲示板に
事業紹介パネルを設置し、来所された方々に興味をもって見ていただきました。

観覧の様子模型を用いた事業説明展示ブースの状況

メモリアル展概要

【説明を聞かれた方の声】
・説明を受けて今ある放水路と新たに造る放水路の目的がわかりました。
・映像を見て当時の工事がいかに大変だったかわかりました。
・昭和５０年の浸水被害や国の事業がよく分かりました。新たに建設される放水路に期待をしています。


